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記念誌 大曲・仙北「玉穂会」

令和８年８月1日 発行

70周年に向けて
歩みを始める

玉穂会創立６０周年記念事業実行委員長
渡邊 義實

ご来賓並びに多くの会
員のご出席をいただき、
玉穂会創立60周年記念
式典並びに祝賀会を盛
会裏に終えることができ
ました。ご臨席いただきま
した皆様方へ心より御礼
を申しあげます。
６０年の歴史を振り返

ると、常に計画、実施、評
価を行って改革を積み重ね、会の充実と発展を図
って来たことを実感しております。総会、現職校長
会との交流、玉川先賢彰徳行事、研修など、全ての
行事にメスを入れ、その時代の最良な姿を求める
取り組みの連続であったことであります。代々の会
長、事務局、会員の皆様の取り組みに対して敬意
を表し、感謝申し上げるものであります。
式典では、主に次の二つのことを申し上げまし

た。一つは、玉穂会の誕生についてであります。玉
穂会は、大曲仙北校長会が中心となり、退職され
た校長先生方と協議を重ねて発足したことであり
ます。（昭和41年のことでありました）現在は、退職
校長会が運営の中心となり、退職を迎えられた先
生方へ入会のご案内をしておりますが、当時の校
長先生方は退職したら退職校長会で共に活動しよ
うという考え方で運営されていたことでありましょ
う。校長会と退職校長会とは、密接な関係であった
ことを４０周年記念誌から読み解くことができまし
た。
二つは、退職校長会継続の基本方針でありま

す。創立40周年当時の会長斎藤充雄先生は、「会
が誕生して以来、先達の意思に沿って、あくまでも
会員の親睦を図ることを大きな柱として進めてき

た。」と記念誌に投稿されております。また、同記念
誌には、発足当時を振り返り、よい会が発足したこ
とを大いに喜んだものだとの声が多く収められてお
ります。これらのことは、会の骨格を成すものであ
り、玉穂会会則第２章「目的」、同第３章「事業」に
明文化され、代々引き継がれて今日を迎えているこ
とであります。時代は変わり、退職後の時間は飛躍
的に伸び、その過ごし方は多様化しております。そ
の中で、親しき会員が交流することは心安らぐ機会
となり貴重な時間をもつことになります。人生100
年時代の今、玉穂会の存在意義は重要なものにな
っていると考えます。
さて、現在の玉穂会の営みはどうでしょうか。特

筆することの一つは、玉穂会へ会員が温かいお心
と大きなお力をお寄せくださっていることでありま
す。様々な行事への参加者が多く、豊かな内容にな
っているものと理解しております。行事の度ごとに
「楽しい行事でよかった。良い時間を過ごすことが
できた。」というお言葉を多く耳にすることができま
す。会員の思いとお力添えが原動力となって、今日
の会の姿が創り上げられていると考えております。
二つは、玉穂会と学校教育のパイプが太いもの

になってきているということです。学校で働く玉穂会
会員が情報を発信し、支援を必要としている分野
へ会員が支援できるようになってきました。学校教
育で必要とされる営みへの支援に、会員が対応可
能な範囲で役割を果たしております。これまでにな
かった新しい関係が構築され、今後さらに充実した
ものになることと思われます。玉穂会と学校教育の
営みが、共に充実発展することを願うものでありま
す。
６０周年記念行事のフィナーレは、プリナールナ

による「トランペットで響き合う長活きの秘訣」と題
した記念講演会でした。トランペットの音色は会場
に響き渡り、ご参会の皆様は高揚感でいっぱいで
ありました。大いに盛り上がった記念講演会であり
ました。式典、記念行事、祝賀会が無事終わり、７０
周年に向け、力強く第一歩を踏み出すことができま
した。皆様のお力でしっかりとした歩みが続けられ
ますようにと願うものです。
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玉穂会
創立60周年を祝って

楽しい交流＆
親睦の輪を広げましょう

玉穂会会長
髙橋 正彦

昭和４１年に「玉穂会」
が発足し、今年、創立６０
周年を迎えられましたこ
とを心よりお祝い申し上
げます。また、現在「玉穂
会」活動が継続・発展し、
活発に事業展開されてい

ることを会員の皆さまと共に喜びたいと存じます。
発足当時、会の設立に尽力され、この地に「玉穂

会」を立ち上げた諸先輩の熱意と叡智に心から感
謝申し上げます。おかげ様で、私たち後輩は会員
同士の親睦を深め、充実した楽しい活動ができる
ことに大きな喜びを感じております。
会設立の本来の趣旨「会員の親睦を図る」こと

を念頭に、今後も工夫を凝らして活動を盛り上げて
まいりたいと考えております。
これまでの「玉穂会」の歩みを振り返ってみると、

創立５０周年時に、テーマソング『今 ふるさと』
（作詞：奥田敦夫氏／作曲：坂本昌氏）が制定さ
れ、大会行事の際に歌われております。また、「玉穂
会」のシンボルマークも完成し、会のマークとして親
しまれ、会報に生かされております。
会の運営は時流に即し、ラインアプリの活用や会

報のカラー化、また、コスト削減の努力も図ってお
り、これは若手スタッフの創意・工夫によるところが
大きく、心から感謝・感謝です。現在、同好会組織
は増加し、スポーツ・研修旅行・趣味・娯楽と範囲
を広げ、興味・関心のある活動を選択できるのは本
会の大きな特色です。
６０周年を節目とし、これまで、大曲仙北の教育

を育んできた皆さまと手を携え、「玉穂会」の新た
なステージへ踏み出したいと思います。皆さま、どう
かご協力よろしくお願いします。

「玉の穂たわわに」永遠に
と わ

玉穂会元会長・前顧問
武田 覺

会創立60周年、おめ
でとうございます。全県に
先駆け結成された当時、
私は僻地校に講師として
勤務していたことを懐か
しく思い出しました。
会の目的に「親睦」

「福利厚生」「教育の振
興」とありますが、親睦・

福利厚生と言う点からすれば、現在、会の活動は
大きな成果を上げているのではないでしょうか。ゴ
ルフやスキー等「時代の変化に合わせて結成され
た同好会活動の隆盛」に、その一端をみることがで
きます。
嘗て同じ職に汗した仲間が退職後、同好の趣味

を楽しむことは誠に結構なことであります。10年前
奥田会長を先頭に50周年を祝う式典を挙行いた
しました。記念講演に、堀川永蔵氏の尽力により日
本スキー界のレジェンド猪谷千春氏をお招きし、お
話を頂きました。内容はほとんど忘れましたが、若く
お美しい奥様もご同伴されたことが印象に残って
おります。
そして、50周年記念イメージソングとして、奥田

敦夫、坂本昌両氏により「今 ふるさと」が作られ、
祝賀会場で披露されました。聞くところによります
と、奥様がこの歌を大層気に入り、何度も称揚なさ
れたそうであります。
この歌は、自然の美しさを麗しく歌い上げており

ます。ただその一節に「刻んできたもの重ねてきた
もの」がありますが、これはいったい何でしょう。勝
手な解釈ですが全ての校長が仙北教育の大地に
「名を刻み、多くの実績を積み重ね」それが今「玉
の穂をたわわに」実らせているのだ、と歌っている
ものと解しております。
「笑点」も60周年だそうです。笑点は笑いで世

の中を、玉穂会は親睦で会員の心を、共に照らし
続けて欲しいと念願
しております。
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令和８年度 第６１回 

総会・叙勲・慶祝・歓迎祝賀会 

創立６０周年記念講演会 

～ 特集号 ～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ko.kato
テキストボックス
－３－




叙勲・慶祝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

総会  

新入会員紹介～ようこそ！玉穂会へ 
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・・・新旧役員の交替・・・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

これまでありがとうございました 

これからもよろしくお願いいたします！ 

ko.kato
テキストボックス
－５－




 

’

 

記念講演会 

「トランペットで響き合う 長活きの秘訣」 

夫婦トランペットデュオ・プリナールナ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
                  
 
 
 

扇田  亮 氏         扇田 泰子  氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講演会スタート！ 
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響き合うトランペット 
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・・・歓迎祝賀会・・・ 
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各テーブルで記念撮影 
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～～～ これにて おひらき ～～～ 

和気あいあいと 大いに語り合う 

  

ko.kato
テキストボックス
－１０－




総会案内はがき返信通信欄より

熊谷勇一郎 氏 （平成8年 退職） 奥田 敦夫 氏 (平成8年 退職)
この度、カナダとフランスからのお客を迎えスタッ ５０周年の時のことを想い出しています。記念歌は

フ８名で茶会を開きました。少しは国際交流の一助 まだ歌い継がれているようでうれしい限りです。９０
となったでしょうか。記念式典のご盛会をお祈り申 代に突入しました。創立６０周年まことにおめでとう
し上げます。 ございます。

佐々木淳一 氏 （平成17年 退職） 豊島 榮子 氏 （平成23年 退職）
後期高齢者の身ですが免許更新しました。若い 老害にならないように年をとりたいと思うこの頃で

世代に負担増をおかけしてますが、今後も快適なく す。
らしができるよう共々考えていきたいものです。

青谷 晃吉 氏 （平成28年 退職） 小林高太郎 氏 （平成31年 退職）
先月秋田県立大学大学院生物資源科学研究科 画廊も５年目に突入しました。この度も展覧会期

を卒業しました。研究内容に興味のある方は、リポ 間中につき失礼します。盛会をお祈りいたします。
ジトリを。

佐藤 厚子 氏 （令和2年 退職） 佐々木 通 氏 （令和6年 退職）
秋田・東京の２拠点生活に奮闘しておりますが、 桧木内小講師３年目になりました。教諭２人に講

趣味のミュージカル（宝塚）観劇も楽しんでおりま 師が４人、ちょっと考えられない配置です。講師であ
す！！ りながら教務主任…何かがおかしいです。

創 立 60 周 年 回 顧

<児童・生徒数の変遷>

平成29年 平成30年 平成31・令和元年 令和2年 令和3年
小学校児童数 5,560 5,410 5,196 4,999 4,824
中学校生徒数 2,918 2,880 2,880 2,838 2,774
合計 8,478 8,290 8,076 7,837 7,598

令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 10年間の減少数

4,728 4,509 4,403 4,249 4,009 -1,551
2,677 2,580 2,481 2,392 2,291 -627
7,405 7,089 6,884 6,641 6,300 -2,178

＜統合の経緯＞
令和2年：仙北市立中川小→角館小
令和3年：大仙市立豊川小・豊岡小→豊成小
令和３年：大仙市立豊成中→中仙中
令和7年：仙北市立白岩小→角館小

＜今後の統合予定＞
令和9年：仙北市立西明寺中・桧木内中
令和9～10年：大仙市立太田東小・太田南小・太田北小
令和9～10年：大仙市立中仙小・清水小
令和10年：仙北市立神代小・西明寺小・桧木内小
令和13年：大仙市立中仙中・仙北中・太田中
令和14年以降：大仙市東部全5小学校

＊児童生徒数は、各年度の「教職員録」より
統合情報は､大仙市・仙北市教育委員会ホームページより
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木村 恭己 氏 会報玉穂掲載作品 回顧展

木村氏は、会報第58号（平成22年）から20作品提供くださり、会報に花を添えていただきました。この
ページは、会報69号（令和3年）～75号（令和7年）に掲載させていただいたカラー版のみご紹介し、氏へ
の感謝と敬意を表したいと思います。

「笠地蔵」（中央展出品作品）（会報70号）「椿」 （会報69号）

「笠地蔵」第86回（2022）
自由美術展出品（会報71号）

「コスモス」（会報73号）

「アネモネ」
（会報75号）
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平成１９年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

佐井　悦雄
有明　　孝
中村　六郎
矢尾　圭二

加藤　　尚
山田　良夫
荒川　貞子

伊藤　鐵也
伊藤　辰雄
築地　　明

藤井　誠子

平成２０年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

佐井　悦雄

有明　　孝
中村　六郎
矢尾　圭二
三浦　幸子

加藤　　尚
山田　良夫
青池　伴子

伊藤　鐵也
伊藤　辰雄
築地　　明
中村　和樹

藤井　誠子

平成２１年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

佐井　悦雄

有明　　孝
中村　六郎
矢尾　圭二
三浦　幸子

加藤　　尚
山田　良夫
青池　伴子

伊藤　鐵也
伊藤　辰雄
築地　　明
中村　和樹

藤井　誠子

各年度の主な事業報告
            　（40周年記念誌発行以降の記録　会報・総会資料から）

顧問

主
な
事
業

・第４４回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報５７号（５/２９）
　会員発表　－たのしい「バラ」づくり－～「バラ」が咲いた！！～
　　　鈴木　正　氏
・玉川先賢彰徳行事（８/２９）
・研修親睦旅行（田沢湖地区）（１０/１０）
・同好会（囲碁、グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）

新入会員

三浦美保子　小松　道典
嵯峨　清一　藤原　健造

顧問

主
な
事
業

・第４３回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報５６号（６/９）
　会員発表　－ふるさととハーモニカ－　武藤　幸生　氏
・玉川先賢彰徳行事（８/３０）
・研修親睦旅行（南外地区）（１０/１０）
・県南教育懇談会（大仙市）（１１/１５）
・同好会（囲碁、グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）

新入会員

　中村　和樹　宮崎　雅夫
　信田　　徹　山部　幸子
　藤嶋　暢男　中村　正孝
　廣川　　潔　古郡　朝男
　中山　雅憲　後松順之助
　木村　恭己　倉橋　正伸

顧問

主
な
事
業

・第42回総会・発表会・祝賀会・歓迎会（５/２６）
・玉川先賢彰徳行事（９/１）
・研修親睦旅行（仙北・中仙・太田方面）（１０/５）
・同好会（囲碁、グラウンドゴルフ、麻雀）

新入会員

　伊藤　孝之　高橋　良昭
　鈴木　眞澄　入江清一郎
　杉山眞紀子　堀川　永蔵
　鈴木　　徹

ko.kato
テキストボックス
－１３－




平成２２年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

有明　孝

中村　六郎
矢尾　圭二
三浦　幸子
伊藤　鐵也

加藤　　尚
山田　良夫
青池　伴子

中村　和樹
渡邊　義實
築地　　明

富樫以津子

平成２３年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

有明　孝

中村　六郎
矢尾　圭二
三浦　幸子
伊藤　鐵也

加藤　　尚
山田　良夫
青池　伴子

渡邊　義實
柴田　政幸
倉橋　正伸

富樫以津子

平成２４年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

奥田　敦夫

西宮　陽助
武田　　覺
鈴木　眞澄
渡邊　義實

加藤　　尚
山田　良夫
藤井　誠子

富樫以津子
柴田　政幸
髙橋　正彦

千田　文和

顧問

主
な
事
業

・第４５回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報５８号（４/３０）
　会員発表　－あめうり節のルーツを探る－　佐々木昭元　氏
・玉川先賢彰徳行事（９/４）
・研修親睦旅行（美郷地区）（１０/１３）
・同好会（囲碁、グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）

新入会員

荒川　淑子　富樫以津子
竹田　幸博　伊藤久美子
渡邊　義實　藤峯尉一郎
柴田　政幸　下田　恆一

顧問

主
な
事
業

・第４７回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報６０号（４/２７）
　会員発表　－ながらまじの写真ライフ－　熊谷　直紀　氏
・玉川先賢彰徳行事（９/１）
・研修親睦旅行（中仙地区）（９/２５）
・同好会（囲碁、グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）

新入会員

　茂木　達彦　小松　陽一
　高橋　正彦　千田　文和
　松田　　篤　大友　久志
　菅原たつ子

顧問

主
な
事
業

・第４６回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報５９号（４/２８）
　会員発表　－私のものづくり－　廣川　潔　氏
・玉川先賢彰徳行事（９/３）
・研修親睦旅行（大曲地区）（１０/１２）
・県南教育懇談会（１１/１９）
・同好会（囲碁、グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）

新入会員

　豊島　榮子　武藤　清茂
　石田　純子
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平成２５年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

奥田　敦夫

西宮　陽助
武田　　覺
鈴木　眞澄
渡邊　義實

加藤　　尚
山田　良夫
藤井　誠子

富樫以津子
柴田　政幸
髙橋　正彦

千田　文和

平成２６年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

奥田　敦夫

西宮　陽助
武田　　覺
鈴木　眞澄
渡邊　義實

加藤　　尚
山田　良夫
藤井　誠子

富樫以津子
柴田　政幸
小原　　靖

千田　文和

平成２７年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

奥田　敦夫

西宮　陽助
武田　　覺
鈴木　眞澄
渡邊　義實

加藤　　尚
山田　良夫
藤井　誠子

富樫以津子
柴田　政幸
小原　　靖
山崎　　敏

千田　文和

顧問

主
な
事
業

・第４９回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報６２号（４/２５）
　会員発表　－闘病生活と絵－　山本　象　氏
・玉川先賢彰徳行事（８/３０）
・研修親睦旅行（角館地区）（９/２４）
・県南教育懇談会（１１/２２）
・同好会（グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）

新入会員

　三浦　文雄　藤原　保子
　高山　泰文　小原   　靖

顧問

主
な
事
業

・第４８回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報６１号（４/２６）
　会員発表　－山で出会った人－　田村　武志　氏
・玉川先賢彰徳行事（８/３１）
・研修親睦旅行（西地区）（９/２５）
・同好会（グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）
　　　　囲碁（以降休会）

新入会員

須田　綾子　枝川　宏子

顧問

主
な
事
業

・第５０回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報６３号（４/２４）
　会員発表　－大曲の発展と三つの道－　髙橋富美雄　氏
・玉川先賢彰徳行事（８/２９）
・研修親睦旅行（六郷地区）（９/１６）
・同好会（グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）

新入会員

　毛利　博信　佐藤　千鶴
　佐藤　康裕　加藤　悦子
　山崎山崎敏口田口田口桂
　金子　俊隆　藤田　直樹
　石井　義広　黒澤　一紀
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平成２８年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

武田　　覺

後松順之助
渡邊　義實
富樫以津子
柴田　政幸

加藤　　尚
山田　良夫
藤井　誠子

千田　文和
小原　　靖
髙橋　勇治

山崎　　敏

平成２９年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

武田　　覺

後松順之助
渡邊　義實
富樫以津子
柴田　政幸

加藤　　尚
山田　良夫
藤井　誠子

千田　文和
小原　　靖
髙橋　勇治

山崎　　敏

平成３０年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

武田  　 覺

後松順之助
渡邊　義實
柴田　政幸
富樫以津子

宮崎　雅夫
伊藤久美子
石井　義広

千田  文和
小原 　  靖
佐藤　心一
加藤　　功

山崎 　 敏

顧問

有明  　 孝
奥田　敦夫

主
な
事
業

・第５１回総会
・創立５０周年記念講演　－オリンピックへの想い－
　第７回冬季オリピック男子回転競技銀メダリスト
　　猪谷　千春　氏
・祝賀会・歓迎会
　玉穂会５０周年記念イメージソング「今　ふるさと」発表
・会報６４号（４/２２）
・玉川先賢彰徳行事（９/３）
・研修親睦旅行（大曲地区）（９/２３）
・同好会（グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）

新入会員

　髙橋　勇治　青谷　晃吉
　今井今井聡　高橋　智弘
　清水　睦男　吉川　正一

顧問

有明　   孝
奥田　敦夫

主
な
事
業

・第５３回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報６６号（４/２０）
　会員発表　－言葉を構成する音と感性
    ～アイヌの人達と私達の言葉～　金子　俊隆　氏
・玉川先賢彰徳行事（９/１）
・研修親睦旅行（西部地区）
 （１０/１１）
・同好会
　（グラウンドゴルフ、麻雀、
   郷土カルチャー、ゴルフ（新設））

新入会員

　佐川　俊也　藤本　竜伸
　柴田　　衛　高橋髙橋充
　栗林　　守　髙橋　宗生
　相澤　克彦　加藤加藤功
　井上　一彦

顧問

有明  　 孝
奥田　敦夫

主
な
事
業

・第５２回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報６５号（４/２１）
　会員発表　－木工藝にあこがれて－～削りながらのひとりごと～
　　倉橋　正伸　氏
・玉川先賢彰徳行事（９/２）
・研修親睦旅行（仙北地区）（９/２７）
・県南教育懇談会（１１/１１）
・同好会（グラウンドゴルフ、麻雀、郷土カルチャー）

新入会員

　佐藤　心一　黒田　清志
　田村　　忍　髙橋　克明
　冨樫　武彦　鈴木　恒久
　須田百合子　齊藤　聖士
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平成３１年度・令和元年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

武田　   覺

後松順之助
渡邊　義實
柴田　政幸
千田　文和

宮崎　雅夫
枝川   宏子
石井　義広

小原　 靖
佐藤　心一
加藤　   功
小西 　  肇

山崎　　 敏

令和２年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

渡邊　 義實

柴田  政幸
髙橋  正彦
千田  文和
山崎     敏

枝川　宏子
藤原　保子
石井　義広

小原　  靖
佐藤　心一
加藤　   功

小西　　肇

令和３年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

渡邊　義實

柴田  政幸
髙橋  正彦
千田  文和
山崎     敏

枝川　宏子
藤原　保子
石井　義広

小原　  靖
佐藤　心一
加藤 　  功

小西　　肇

顧問

奥田　敦夫
武田      覺

主
な
事
業

・第５５回総会（紙上）・会報６８号（４/１８）
・玉川先賢彰徳行事（中止）
・県南教育懇談会（延期）（大曲仙北担当）
・研修親睦旅行（中止）
・同好会
　（グラウンドゴルフ、ゴルフ、
　　　郷土カルチャー（中止）、麻雀（中止））

新入会員

　沢屋　隆世　田仲　誠祐
　佐々木明子　佐藤　厚子

顧問

有明　 孝
奥田 敦夫

主
な
事
業

・第５４回総会・発表会・祝賀会・歓迎会・会報６７号（４/２０）
　会員発表　－山に魅せられて－　伊藤　辰雄　氏
・玉川先賢彰徳行事（９/１）
・研修親睦旅行（田沢湖地区）（１０/１１）
・同好会
　（グラウンドゴルフ、郷土カルチャー、ゴルフ、麻雀（中止））

新入会員

　茂木　　譲　小西   　肇
　加賀谷和宏　三浦　　仁
　小笠原重夫　田口桂一郎
　小林高太郎　渋江　　研
　小笠原　晃　須田　　喬
　田口　和典　竹村　尚人
　照井　美久

顧問

奥田　敦夫
武田       覺

主
な
事
業

・第５６回総会（紙上）・会則一部改正・会報６９号（４/１７）
・玉川先賢彰徳行事（中止）
・研修親睦旅行（千畑地区）（１０/１２）
・同好会
　（グラウンドゴルフ、ゴルフ、
　　　郷土カルチャー（中止）、麻雀（中止））

新入会員

　千田　寿彦　下田　　亮
　武藏　優紀　浦山英一郎
　鈴木　達朗　樫尾　春海
　今野　天美　戸嶋　藤典
　髙橋　正規　後藤　　宏
　門脇　伸子　熊谷　　徹
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令和４年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

渡邊　 義實

柴田  政幸
髙橋  正彦
千田  文和
小原　  靖
山崎     敏

藤原　保子
石井　義広
佐藤　千鶴

佐藤　心一
加藤　   功
佐藤　政美
木村百合子

小西　　肇

令和５年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

渡邊　 義實

柴田  政幸
髙橋  正彦
千田  文和
小原　  靖
山崎     敏

藤原　保子
石井　義広
佐藤　千鶴

佐藤　心一
加藤      功
佐藤　政美
木村百合子

小西　　肇

　金子　徹章　佐藤　英樹
　三浦　健誠　高野　一志
　藤田　　寿　梁田　一史
　佐藤　嘉弘　伊藤由美子

顧問

奥田　敦夫
武田   　 覺

主
な
事
業

・会報７０号（４/１）・第５７回総会（紙上）・会則一部改正
・玉川先賢彰徳行事（中止）
・研修親睦旅行（千畑地区）（１０/１２）
・同好会
　（グラウンドゴルフ、ゴルフ、麻雀（再開）、スキー（新設）
　　　郷土カルチャー（中止）、囲碁同好会（終会））
・県南教育懇談会（廃止決定）

新入会員

　福原　昭信　佐藤　政美
　菅原菅原潔　伊藤　雅己
　嵯峨　康弘　坂本　晋平
　木村百合子　板垣　　淳
　田口　雅人　千葉　雅一
　木元　　哲

顧問

奥田　敦夫
武田       覺

主
な
事
業

・会報７１号（４/１）
・第５８回総会・発表会・祝賀会・歓迎会（４/２２）
　会員発表　-秋田の水環境－～水中に棲む生き物から見た光と影～
　　青谷　晃吉　氏
・会則一部改正
・会報７２号（総会・祝賀会・歓迎会特集号）（８/１）
　　（年２回発行開始）
・玉川先賢彰徳行事（９/２）
・研修親睦旅行（中仙地区）
　（１０/５）
・同好会
　（グラウンドゴルフ２回、
　　ゴルフ２回、麻雀２回、
　　スキー２回、郷土カルチャー）

新入会員
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令和６年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

渡邊　 義實

柴田  政幸
髙橋  正彦
千田  文和
小原　  靖
山崎     敏

藤原　保子
佐藤　千鶴
武藏　優紀

佐藤　心一
加藤 　  功
佐藤　政美
木村百合子

小西　　肇

令和７年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

渡邊　 義實

柴田  政幸
髙橋  正彦
小原　  靖
山崎     敏

藤原　保子
佐藤　千鶴
武藏　優紀

佐藤　心一
加藤　　功
佐藤　政美
木村百合子

小西　　肇

令和８年度
会長 副会長 監事 事務局長 幹事 会計

髙橋　正彦

小原 　  靖
山崎       敏
佐藤　心一
加藤　   功

藤原　保子
佐藤　千鶴
戸嶋　藤典

小西　　肇
武藏　優紀
佐藤　政美
嵯峨　康弘

藤田　　寿

顧問

渡邊　 義實

主
な
事
業
（
含
む
予
定
）

・会報７７号（４/１）
・第６１回総会・創立６０周年記念式典・講演会・祝賀会・歓迎会
　記念講演会「トランペットで響き合う　長活きの秘訣」(4/18)
　夫婦トランペットデュオ・プルナールナ（扇田　亮、泰子）
・会報７８号（創立６０周年記念誌）（８/１）
・玉川先賢彰徳行事（９/５）・研修親睦旅行（六郷地区）
・第５２回東北地区退職校長会協議会
　兼第４６回県退職校長会秋季研修大会（秋田市　１０/１５）
・同好会
　（グラウンドゴルフ、ゴルフ、麻雀、スキー、郷土カルチャー）

新入会員

　粟谷川　学　三浦　久佳
　本道　法順　山信田　浩
　竹村　一郎　菅原　和仁
　黒川　修二　石川　真一
　小松　　完

顧問

武田    覺

主
な
事
業

・会報７５号（４/１）
・第６０回総会・発表会・祝賀会・歓迎会（４/１９）
　会員発表　-推し活の効能－
　　～秋田ノーザンハピネッツ～
　　　髙橋　宗生　氏
・会報７６号（8／1）
　（総会・祝賀会・歓迎会特集号）
・玉川先賢彰徳行事（９/６）
・研修親睦旅行（角館地区）（１０/２）
・同好会
　（グラウンドゴルフ２回、ゴルフ２回、麻雀２回、スキー４回、
　　郷土カルチャー）

新入会員

　加藤　雅人　西鳥羽西裕
　木村　光紀　米澤　孝子
　築地築地高　渋谷渋谷聡
　髙橋　規子　髙階　勝巳
　島田島田智　畠山畠山仁
　栗林　靖雄

顧問

奥田　敦夫
武田       覺

主
な
事
業

・会報７３号（４/１）
・第５９回総会・発表会・祝賀会・歓迎会（４/２０）
　会員発表　－日本に届けカピオラニの空－　藤田　直樹　氏
・会報７４号（総会・祝賀会・歓迎会特集号）（８/１）
・玉川先賢彰徳行事（８/１０）
・研修親睦旅行（南外地区）
　（１０/２）
・第４４回県退職校長会秋季
　研修大会（小西肇氏発表）
　　（１０/１９）
・同好会
　（グラウンドゴルフ２回、
　　ゴルフ２回、麻雀２回、スキー３回、郷土カルチャー）

新入会員

　加藤　勝則　小松　晴夫
　田口　　倫　渡邉　朋哉
　高橋めぐみ　佐藤　信夫
　佐々木　通　藤原　修悦
　西村　典子　鈴木　良二
　谷口　泉子
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平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

会員数(名誉/一般) 265(32/233) 257(42/215) 258(43/215) 254(49/205) 254(49/195)

収 入 総 額 1,108,214 1,053,128 1,159,541 1,158,766 1,008,489

支 出 総 額 921,788 858,889 930,777 1,055,379 728,475

差 引 残 額 186,426 194,239 228,764 103,387 280,014

Ⅰ　収　入

項　　目 収入決算額 収入決算額 収入決算額 収入決算額 収入決算額

１．会　費 880,000 852,000 949,500 913,500 868,500

２．繰越金 213,582 186,426 194,239 228,764 103,387

３．雑収入 14,632 14,702 15,802 16,502 36,602

４．寄付金 0 0 0 0 0

計 1,108,214 1,053,128 1,159,541 1,158,766 1,008,489

Ⅱ　支　出

項　　目 支出決算額 支出決算額 支出決算額 支出決算額 支出決算額

１．事務費 219,936 250,133 299,025 315,157 229,056

（１）会議費 46,349 26,411 19,527 11,565 1,606

（２）事務費 14,961 29,862 37,964 20,722 21,214

（３）旅費 56,200 63,200 55,300 71,900 22,700

（４）手当 40,000 40,000 40,000 50,000 40,000

（５）通信費 62,426 90,660 146,234 160,970 143,536

２．事業費 207,580 181,336 171,680 199,680 132,370

（１）研修費 40,700 46,856 48,000 66,000 30,000

（２）印刷費 146,880 114,480 103,680 103,680 102,370

（３）共催費 20,000 20,000 20,000 20,000 0

（４）祝賀会費 0 0 0 10,000 0

３．慶弔費 206,272 137,920 201,072 245,932 108,048

４．備品費 0 0

５．連絡費 58,000 58,000 0

６．負担金 219,000 220,500 237,000 247,500 249,000

７．記念事業費 10,000 10,000 20,000 20,000 10,000

８．雑費 0 0 0 0 0

９．予備費 1,000 1,000 2,000 27,110 1

計 921,788 858,889 930,777 1,055,379 728,475

平成２８年度から令和７年度
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

244(56/188) 241(57/184) 231(55/176) 229(59/170) 228(55/173) 人

1,152,717 1,235,585 1,171,145 1,062,478 991,574 円

772,936 907,143 890,708 863,454 903,627 円

379,781 328,442 280,427 199,024 87,947 円

（円）

収入決算額 収入決算額 収入決算額 収入決算額 収入決算額 付　　　記

837,000 819,000 787,500 765,000 769,500 ～平成29年度4,000円
平成30年度～4,500円

280,014 379,781 328,442 280,437 199,024 前年度から

35,603 36,804 55,200 17,000 17,200 利息・県から研修活動費
平成2・5年県南活動費

100 0 3 41 5,850

1,152,717 1,235,585 1,171,145 1,062,478 991,574

（円）

支出決算額 支出決算額 支出決算額 支出決算額 支出決算額 備　　　考

206,601 315,796 302,895 308,302 323,343

7,849 10,655 9,196 9,804 11,204 理事会・執行部会
・幹事会

19,840 33,964 32,227 26,742 17,818 コピー用紙・CD
・封筒代等

22,800 51,400 47,600 45,400 51,400 理事会・執行部会
・幹事会

40,000 50,000 50,000 50,000 50,000 幹事手当

116,112 169,777 163,872 176,356 192,921 振込手数料
切手・葉書代

56,290 80,318 140,866 148,249 148,376

40,000 60,600 83,000 90,000 90,000 同好会補助

16,290 19,718 32,866 33,249 33,376 会報印刷
令和3年よりﾗｸｽﾙ利用

0 0 20,000 20,000 20,000 彰徳行事

0 0 5,000 5,000 5,000

213,045 185,029 172,947 141,903 163,908 叙勲祝い品・弔意等

1(2)事務費へ

連絡員手当
高齢化･ｺﾛﾅ等で廃止

267,000 276,000 264,000 255,000 258,000 県への負担金

30,000 50,000 10,000 10,000 10,000 ６０周年記念事業
資金に積み立て

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 令和元年総会写真
事務局保存用

772,936 907,143 890,708 863,454 903,627 令和2～4年コロナ
で事業縮小

までの会計決算の変遷
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玉 穂 会 会 則
第１章 総 則

第１条 この会は、玉穂会と称し、事務所を事務局長宅に置く。

第２条 この会は、大仙市・仙北市・美郷町の公立学校校長職を勤めた者、及び、会長の推薦に

より理事会にて承認された者をもって組織する。

第２章 目 的
第３条 この会は、会員の親睦・福利厚生および教育の振興を図ることを目的とする。

第３章 事 業
１．会員の親睦・福利厚生・生涯学習に関すること

２．大仙市・仙北市・美郷町の教育振興に関すること

３．玉川除毒先賢彰徳に関すること ４．機関紙の発行

５．会員の慶弔に関すること ６．その他必要と認めたこと

第４章 組 織
第５条 この会に、次の役員および事務局、支部を置く。

１．役員は次のとおりとする。

（１）会 長 １名 （２）副会長 若干名 （３）理 事 若干名 （４）監 事 ３名

２．役員は総会において選出する。ただし、理事は各支部をもとに推薦する。

３．役員の任期は２か年とし、再任を妨げない。

補欠選任された役員の任期は前任者の残任期間とする。

４．事務局に事務局長、幹事、会計を置き、会長が委嘱する。

５．支部は会員名簿にある１９支部を置き、理事が運営にあたる。

第６条 この会の役員の職務は次のとおりとする。

１．会長はこの会を代表し、会務を統括する。

２．副会長は会長を補佐し、会長事故あるときまたは欠員のときは副会長の先任者がその

職務を代行する。

３．理事は理事会を構成し、別に定めるところにより会務を処理する。

４．監事は、会計を監査する。

第７条 この会に顧問および名誉会員を置くことができる。

１．顧問は総会において推薦する。

２．名誉会員は米寿を迎えた会員とし、会費を徴収しない。

第５章 会 議
第８条 この会の会議は、総会および理事会とする。

１．総会は、年１回とする。ただし、会長が必要と認めたときは臨時に開くことができる｡

２．総会においては、会則で定めるもののほかに次の事業を議決する。

（１）会則の改正 （２）事業計画および予算、決算 （３）その他必要と認めた事項

３．理事会は、会長、副会長、理事をもって構成し、年１回以上開き次の事項を審議する｡

（１）総会提出議案 （２）規定の制定および改正

（３）総会において委託された事項 （４）その他必要と認めた事項

第６章 会 計
第９条 この会の経費は、会費・寄付金およびその他の収入をもって充てる。

会費の額は、総会において決める。
第10条 この会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月３１日をもって終わる。

付 則 この会則は、昭和４１年１０月１７日から実施する。

昭和43年6月27日 一部改正 昭和49年6月29日 一部改正 昭和56年6月17日 一部改正

昭和63年5月10日 一部改正 平成 4年5月15日 一部改正 平成10年5月23日 一部改正

平成19年5月26日 一部改正 平成28年4月22日 一部改正 令和 3年4月17日 一部改正

令和 4年4月23日 一部改正 令和 5年4月22日 一部改正
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平成２９年から１０年間の会則改正の変遷

①令和３年４月１７日 一部改正

第２条 この会は、大仙市・仙北市、美郷町の公立学校長を退職した者をもって組織する。

↓

第２条 この会は、大仙市・仙北市・美郷町の公立学校校長を退職した者、及び、会長の推薦に

より理事会にて承認された者をもって組織する。

②令和４年４月２３日 一部改正

第５条 この会に、次の役員および事務局、支部を置く。

１．役員は次のとおりとする。

（１）会 長 １名 （２）副会長 ４名 （３）理 事 若干名 （４）監 事 ３名

２．役員は総会において選出する。ただし、理事は各支部から推薦する。

３．役員の任期は２か年とし、再任を妨げない。

補欠選任された役員の任期は前任者の残任期間とする。

４．事務局に事務局長、幹事、会計を置き、会長が委嘱する。

５．支部は旧各市町村に置き、理事および連絡員が運営にあたる。

６．事務局、支部に関する規定は別に定める。

↓

第５条 この会に、次の役員および事務局、支部を置く。

１．役員は次のとおりとする。

（１）会 長 １名 （２）副会長 若干名 （３）理 事 若干名 （４）監 事 ３名

２．役員は総会において選出する。ただし、理事は各支部をもとに推薦する。

３．役員の任期は２か年とし、再任を妨げない。

補欠選任された役員の任期は前任者の残任期間とする。

４．事務局に事務局長、幹事、会計を置き、会長が委嘱する。

５．支部は会員名簿にある１９支部を置き、理事が運営にあたる。

③令和５年４月２２日 一部改正

第２条 この会は、大仙市・仙北市・美郷町の公立学校校長を退職した者、及び、会長の推薦に

より理事会にて承認された者をもって組織する。

↓

第２条 この会は、大仙市・仙北市・美郷町の公立学校校長職を勤めた者、及び、会長の推薦に

より理事会にて承認された者をもって組織する。
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玉穂会創立 60 周年記念事業 実行委員

委 員 長 渡邊 義實
副 委 員 長 柴田 政幸 髙橋 正彦 小原 靖 山崎 敏
事 務 局 長 佐藤 心一
事務局幹事 加藤 功 佐藤 政美 木村百合子

武藏 優紀 嵯峨 康弘 藤田 寿
事務局会計 小西 肇
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＜編集後記＞
玉穂会創立 60 周年記念事業の大きな柱であ

る記念誌を編集するにあたり、過去の記念誌を参
考にしながら、 50 周年記念事業後の営みの記録
を残すことはもちろん、効率化（経費節約も含む）・
簡素化も重視した内容にすることとしました。

まずこの機会に、過去の記念誌の概要を記録し
ておきます。過去 4 回発行しているようです。
最初は、「玉穂 25 周年記念誌」（平成 3 年発

行 163 ページ 本会では所有しておらず大曲
図書館所有）は、各年度の事業概要、特記事項と
して、囲碁クラブ会則、県退職校長会加入協議を
記載。また、編集後記から今井敏雄氏によるタイプ
ライター原稿であった事がわかりました。
第 2 回、「玉穂 30 周年記念誌」（平成 8 年発

行）は、会報 44 号に 30 周年記念誌発行の記載
はあるのですが、実物は不明で内容はわかりませ
ん。現会員で所有している又は先輩が持っていた
ような？等思い当たる方がおられましたら是非お知
らせいただきたいものです。
第 3 回、「玉穂 40 周年記念誌」（平成 18 年

発行 210 ページ 本会および大曲図書館所
有）は、構成は 25 周年とほぼ同様で、特記事項と
して、昭和 41 年結成当時からの歩み、 239 名の
会員全員からの寄稿が掲載され、原稿は伊藤清一
氏、伊藤辰雄氏、藤井誠子氏によるパソコン入力と
の記載がありました。
また、編集委員長は、今井敏雄氏でした。

第 4 回、「会報 玉穂 第 64 号 50 周年記
念」（平成 28 年発行 22 ページ）は、会報と併
せて、巻頭言、県・横手市・湯沢市会長、仙北出張
所長、郡校長会会長からのお祝いの言葉、会員 8
名の寄稿、特記事項として、記念講演（猪谷千春
氏）、記念イメージソング「今 ふるさと」の作成、
過去 10 年間の児童・生徒数と学校数の変遷、執
行部役員一覧が記載されていました。

今回の 60 周年記念誌は、これまでの記念誌を
リスペクトしつつ、冒頭の趣旨の下に 4 回の編集
会議を経て完成しました。メール等を駆使して委員
全員で校正を繰り返し、ＰＤＦデータをメールで入
稿し、 5 日後にカラー版、中とじの完成品が届きま
した。これも時代の進化であり、ＳＮＳの効率的な活
用と感じております。この 10 年を振り返り、じっくり
味わっていただければ幸いですし、今後の活動の
さらなる充実の一助になればと思っています。

さて、次回の発行は、 10 年後でしょうか？情報
化社会はどのような進化を遂げるのでしょう？もし
かして、ペーパーレス？その時は私が編集に関わる
ことは無いと思いますが、 10 年後の編集にも役立
つように内容を可能な限りデータ化し、残していき
たいと思っています。
最後にこのようなお役目をいただいたことに感

謝申し上げます。古希の生きがいになりました。
（加藤）
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